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01．「パブリックコメント ( 骨子案 )」の結果概要
02．「第２回パブリックコメント（最終案）」実施のお知らせ
03．連載コラム『魅力的な都市環境を次世代に』
　　　　　執筆：村山 顕人 先生

　静岡市では現在、「静岡市都市計画マスタープラン」の改訂により、今後、静岡市
が目指す都市の検討を進めています。
　その際、都市計画マスタープランに関する情報を積極的に発信し、市民の皆さん
から様々なご意見をいただくことが大切であると考えています。
　静岡市都市計画マスタープランのニュースレター「SHIZUOKA トシマス」第７弾
では、８月～９月にかけて実施した「パブリックコメント（骨子案）」の結果概要、
「第２回パブリックコメント（最終案）」の実施案内、まちづくりに関する連載コラム
を掲載しています。
　ぜひ手に取ってご覧ください。
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03．連載コラム『魅力的な都市環境を次世代に』

（東京大学 大学院 工学系研究科 都市工学専攻 准教授 
  静岡市都市計画マスタープラン策定懇話会委員）

イラストを交えた計画構成

静岡市都市計画マスタープラン（最終案）

【 イラストマップ 】

文章や図の精査

最終案の作成にあたっては、市民をはじめ、多くの人々に手に
取っていただき、また、内容を理解してもらえるよう、“デザ
イン” 面で工夫を凝らしたものを作成しています！

①計画書を開いた冒頭には、本計画とは何かを説明した
概要ページを追加するとともに、各章の中表紙でも、
この章で何を伝えようとしているのかを、竹千代君と
市職員との会話のやりとりにより表現しています。

②計画書の最後には、本市の目指す「集約連携型都市構造」
により、どのようなまちになるのかを、親しみやすい
イラストで示した「イラストマップ」を掲載しています。

計画内容について、調整を進める中で、見やすさ・読みやすさ
に配慮した文章・図の作成を進めています！

※上記イラストは現在調整中のものになります。

【 各章の「中表紙」 】【 冒頭の「概要ページ」 】



募集期間

01．「パブリックコメント（骨子案）」の結果概要

　8月 21 日（金）から 9月 18 日（金）にかけて、静岡市都市計画マスタープラン
に関する「パブリックコメント（骨子案）」を実施しました。
　多くの皆さんからいただいた意見の結果をお伝えします。

募集結果

意見概要

結果概要

１．賛成または骨子に含まれていると考えられる意見………457件
２．骨子と異なる考えの意見…………………………………… 29件
３．今後の参考とさせていただく意見………………………… 15件
４．その他（具体計画等に関する）の意見…………………… 30件
５．最終検討案に反映した意見…………………………………    2 件

静岡市都市計画マスタープラン（最終案）

2015年 8月21日（金）～9月18日（金）

意見提出者数：143通　　意見数：487件

※重複意見により、合計は意見数と一致しておりません。詳細は「トシマス特設HP」に掲載中。

02．「第２回パブリックコメント（最終案）」実施のお知らせ

　「パブリックコメント（骨子案）」でいただいた意見に加え、引き続き庁内での検
討や学識者等の会議での検討を進め、「最終案」として取りまとめをしました。
　前回と同様の方法で公表しますので、ぜひご意見をお寄せください。

～ パブリックコメント（最終案）の流れ ～

実施期間：2016 年 2 月 3日（水）～ 3月 3日（木）

【市役所・区役所】
都市計画課、
各区の市政情報コーナー

【市内各施設】
各生涯学習センター

【ホームページ】
市HP、
トシマス特設HP

公
表
方
法

意
見
提
出
方
法

【意見書に記入】
市役所・区役所及び市内各施設に、「意見書」を設置
しておりますので、期間内にご記入ください。
なお、提出方法は、「市都市計画課」まで郵送・FAX・
持参をお願い致します。

【記入フォームに投稿】
「トシマス特設HP」に
アクセスいただき、記入
フォームに直接ご入力
ください。
（アドレスは裏面に記載）

※なお、いただいた意見の内容についてお聞きする場合がありますので、差支えがなければ、
　氏名・住所・連絡先（電話番号等）を記載してください。
※個人を特定できないように編集した上、要旨をホームページ等で紹介させていただくことがありますが、
　個人情報につきましては、厳正に管理を行い、他の目的に利用することはありません。
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序章
都市計画マスタープランについて

第１章　
静岡市の現状と課題

第２章　
まちづくりの基本理念と
都市計画の目標

第３章　
将来都市構造

第４章　
分野別の基本方針

第５章　
区別構想

第６章　
将来都市構造実現に向けた
戦略的な取組みの考え方

第７章　
まちづくりの推進方策
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【 本計画の構成 】

◆地域の魅力を活かした
　まちづくり
◆地域と連携したまちづくり

まちづくりの目標 まちづくりの目標 まちづくりの目標

第２章　まちづくりの基本理念と都市計画の目標
【 まちづくりの基本理念 】

～「成長・拡大」から「成熟・持続可能」へ～

時代に合ったまちづくり

人とのつながりがまちを育てる

人との交流がまちをつくり、

第３章　将来都市構造
【 将来都市構造の考え方 】

集約化拠点・ゾーンの形成と
ネットワーク化

広域基盤、歴史・自然資源の
戦略的活用

 将来都市構造図

◆地勢、特色を生かした
　住民主体のまちづくり
◆若い力を活用したまちづくり

◆「人と自然」「都会と自然」が
　共生したまちづくり
◆「絆」「安心・安全」をキーワード
　とした住民主体のまちづくり

S H I M I Z U  
清水区

S U R U G A  
駿河区

A O I  
葵区

第５章　区別構想　【 まちづくりの目標・区別構想図 】


